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オレオレ詐欺の被害に遭われた方（85歳男性）の手記を御紹介しま

す。ニセ電話詐欺の被害者は高齢者が多く、家族の役に立ちたい、我

が子や孫を救いたいとの優しい思いから被害に遭われています。

日頃から家族で連絡を取り合い、身内から被害者を出さないように

しましょう！

オレオレ詐欺の被害に遭ったのは、令和４年の５月、がんを患い入院して

いた妻が手術を受ける前日のことでした。

私が、妻の手術成功を願い、神社でお参りをし帰宅したところ、自宅の電

話が鳴りました。普段であれば、留守番電話に設定しており、すぐに電話に

出ないようにしていました。けれども、妻の手術に備えて、離れて暮らす長

男が自宅に来る予定もあったので、私は、電話の相手は長男だと思い込ん

で電話に出てしまったのです。

私は、自分の息子が何らかのお金のトラブルに巻き込まれているのであ

れば何とかして助けなければという一心で、お金をかき集めました。そのお

金は、これまでの人生で、ぜいたくをせず、妻とコツコツと貯めたお金で、将

来、私と妻の老後の生活のため、そして、息子や孫たちのために使うつもり

だった大切なお金でした。

再度電話があったとき、声が息子と違うような気がしました。けれども、

本当に息子だったら大変なことになると思い、親心と焦る気持ちから3,000

万円という大金をその日のうちに渡してしまいました。

今思えば、お金を渡す前に、息子に電話して確認すれば良かったのです

が、妻の病気、手術と、大変なことが重なり、そこまで思いが至りませんでし

た。

翌日に手術を控えていた妻には、被害に遭った当初、お金をだまし取ら

れたことを話せませんでした。心配を掛けたくなかったからです。それでも、

退院後、被害を妻に打ち明けました。妻は、私を責めることなく、優しく慰め

てくれました。そんな優しい妻は、被害から２か月も経たずに他界しました。

息子たちは、私の傷口に触れないよう、今回の

被害を話題にすることはありません。それが一層心

苦しいです。

大切な人を思う気持ちを逆手に取り踏みにじる、

ニセ電話詐欺という犯罪を許すことはできません。
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